
令和３年度全国学力・学習状況調査の調査結果
の活用による指導改善に向けた説明会

県教育委員会事務局学校教育課

中 学 校 国 語



本日の内容

１ はじめに

２ 中学校国語の調査結果

３ 課題が見られた問題

４ 特に課題があると考えられること

５ 指導改善のポイント

６ 具体的な指導例

７ 先生方にお願いしたいこと



１ はじめに

「全国的な学力調査の今後の改善方策について（まとめ）」（平成29年３月）

○ 全国学力・学習状況調査の調査問題については、新しい学習指導要領が求める
育成を目指す資質・能力を踏まえ、それを教育委員会や学校に対して、具体的な
メッセージとして示すものとなるよう検討を進める。

全国学力・学習状況調査では、学習指導要領のうち、中学校において第２学年ま
でに十分に身に付け、活用できるようにしておくべきと考えられる内容が出題され
ている。

全国学力・学習状況調査の調査結果を分析し、把握した課題を授業改善につなげ
ることにより、学習指導要領の内容をより確実に定着させることにつなげることが
できると考えられる。

解答類型の正答以外の誤答に着目することで、
生徒のつまずきの傾向を把握
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中学校国語における本県の傾向
〇正答数分布グラフより
・全国より上位層が少なく、下位層が多い。

〇分類・区分別集計結果より
・全ての分類・区分で全国より低い傾向にあるが、
「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」
に関する問題の平均正答率が特に低い傾向にある。

（中学校国語の生徒の正答数分布グラフ）

（分類・区分別集計結果）

差

14

話すこと・聞くこと 3 -3.7
書くこと 3 -3.8
読むこと 4 -3.1
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 4 -0.3
国語への関心・意欲・態度 4 -4.7
話す・聞く能力 3 -3.7
書く能力 3 -3.8
読む能力 4 -3.1
言語についての知識・理解・技能 4 -0.3
選択式 6 -2.5
短答式 4 -0.5
記述式 4 -4.7

問題形式

61.4 63.9

73.9 74.4

51.3 56.0

評価の観点

51.3 56.0

76.1 79.8

53.3 57.1

45.4 48.5

74.8 75.1

62 64.6

学習指導要領の領域等

76.1 79.8

53.3 57.1

45.4 48.5

74.8 75.1

　全体

分類
対象問題数

（問）

平均正答率(％)
奈良県（公立） 全国（公立）

区分

２ 中学校国語の調査結果



２ 中学校国語の調査結果

記述式の問題で、無解答率が高い傾向にある。
「書くこと」を問う２一と「読むこと」を問う３四の平均正答率が特に低い。
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国語２ 意見文を書く（言葉の使い方）

３ 課題が見られた問題

設問 一

意見文の下書きを直した意図として適切なものを選択する問題問題の概要

（正答）
Ａの欄に４、Ｂの欄に１と解答しているもの

書 く こ と

全ての問題の中で、二番目に正答率が低い。

Ａ Ｂ

奈良県 全国 差

正答率（％） 21.8 24.8 -3.0

無解答率（％） 0.5 0.3 0.2 



国語２ 意見文を書く（言葉の使い方）

３ 課題が見られた問題

設問 一

意見文の下書きを直した意図として適切なものを選択する問題問題の概要

書 く こ と

解答類型 奈良県 全国 差

・の欄に４、・の欄に１と解答しているもの（正答） 21.8 24.8 -3.0

・の欄に４と解答し、・の欄に１と解答していないもの 36.7 37.1 -0.4

・の欄に１と解答し、・の欄に４と解答していないもの 5.2 4.7 0.5

上記以外の解答 35.8 33.1 2.7

無解答 0.5 0.3 0.2

・の欄に４と解答し、・の欄に１と解答していないもの

段落２が、段落１で述べられている「私は、ＳＮＳでやりとりをする際は、相手
にどう伝わるかをよく考えながら言葉を選んで使うべきだと思う。」という意見の
根拠となる具体例について説明したものであることを捉えることができていないも
のと考えられる。

Ａ Ｂ



国語２ 意見文を書く（言葉の使い方）

３ 課題が見られた問題

設問 一

意見文の下書きを直した意図として適切なものを選択する問題問題の概要

書 く こ と

解答類型 奈良県 全国 差

・の欄に４、・の欄に１と解答しているもの（正答） 21.8 24.8 -3.0

・の欄に４と解答し、・の欄に１と解答していないもの 36.7 37.1 -0.4

・の欄に１と解答し、・の欄に４と解答していないもの 5.2 4.7 0.5

上記以外の解答 35.8 33.1 2.7

無解答 0.5 0.3 0.2

・の欄に１と解答し、・の欄に４と解答していないもの

「ＳＮＳは少ない文字数で自分の思いや考えを表現することが多く、相手に伝え
たいことが正しく伝わらないことがある。」という元の文のままでも、直前の文で
述べている意見の根拠であることは分かるが、そのことをより明確にするために
「からだ」を加えていることが理解できていないものと考えられる。また、直前の
文が、書き手の意見であることを捉えることができていないものとも考えられる。

ＡＢ



国語３ 文学的な文章を読む（「吾輩は猫である」）

設問 四

「吾輩」が「黒」をどのように評価し、どのような接し方をしているかや、
そのような接し方をどう思うかを書く問題問題の概要

（正答の条件）次の条件を満たして解答している。
①【文章の一部】から、「吾輩」が「黒」を評価している表現を引用して書いている。
②①で引用した表現から、「吾輩」が「黒」にどのような接し方をしていることが分かる
のかを書いている。
③②のような「吾輩」の接し方について、自分の考えを具体的に書いている。

（正答例）

「はなはだ御しやすい猫である」と評価しており、「吾輩」は「黒」の機嫌をとる
ような接し方をしていることが分かる。私は、このような「吾輩」の接し方はとて
も賢いと思う。

奈良県 全国 差

正答率（％） 15.0 20.5 -5.5 

無解答率（％） 29.9 24.1 5.8 

読 む こ と

３ 課題が見られた問題

全ての問題の中で、最も正答率が低く、無解答率が高い。



国語３ 文学的な文章を読む（「吾輩は猫である」）

設問 四

「吾輩」が「黒」をどのように評価し、どのような接し方をしているかや、
そのような接し方をどう思うかを書く問題問題の概要

（正答の条件）次の条件を満たして解答している。
①【文章の一部】から、「吾輩」が「黒」を評価している表現を引用して書いている。
②①で引用した表現から、「吾輩」が「黒」にどのような接し方をしていることが分かる
のかを書いている。
③②のような「吾輩」の接し方について、自分の考えを具体的に書いている。

読 む こ と

３ 課題が見られた問題

解答類型 奈良県 全国 差
条件①、②、③を満たして解答しているもの（正答） 15.0 20.5 -5.5
条件①、②を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの 1.5 2.1 -0.6
条件①、③を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの 0.2 0.3 -0.1
条件②、③を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの 44.0 44.6 -0.6
上記以外の解答 9.4 8.5 0.9
無解答 29.9 24.1 5.8



（正答の条件）次の条件を満たして解答している。
①【文章の一部】から、「吾輩」が「黒」を評価している表現を引用して書いている。
②①で引用した表現から、「吾輩」が「黒」にどのような接し方をしていることが分かる
のかを書いている。
③②のような「吾輩」の接し方について、自分の考えを具体的に書いている。

読 む こ と

３ 課題が見られた問題

条件②、③を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの

（例）

吾輩は茶畠で寝ころびながら黒と話をしていて、相手の話をよく聞きながら接し
ていることが分かります。吾輩と黒はとても仲がよいのだと感じました。

「吾輩」が「黒」を評価している表現を文章の中から適切に引用することができ
ていない。

（例）

吾輩は黒を少し見下して接している。このような接し方は相手に失礼だと思う。

「吾輩」が「黒」を評価している表現を文章の中から引用することができていな
い。



４ 特に課題があると考えられること

推敲する場面において、語句や文の使い方、段落相互の関係について
考えることに課題がある。

書 く こ と

読 む こ と

文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもつこと
に課題がある。



５ 指導改善のポイント

読み手の立場に立ち、自分が書いた文章について捉え直し、分かりやすい文章に整え
る指導の工夫

読み手の立場に立ち、自分が書いた文章について捉え直し、分かりやすい文章に整える力を身に
付けるために、第１学年では、表記や語句の用法、叙述の仕方などを、第２学年では、表現の効果
などを、第３学年では、目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめることについて指導
する必要がある。その際、第１学年〔知識及び技能〕(1)エの「指示する語句と接続する語句の役割
について理解を深めること。」との関連を図ることや、第２学年〔知識及び技能〕(1)オの「話や文
章の構成や展開について理解を深めること。」との関連を図ることなども有効である。

書 く こ と



６ 具体的な指導例

書 く こ と

読み手の立場に立ち、自分が書いた文章について捉え直し、分かりやすい文章に整える指導の工夫

令和３年度全国学力・学習
状況調査の結果を踏まえた
授業アイディア例
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６ 具体的な指導例
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５ 指導改善のポイント

文章の内容を理解したり自分の考えを形成したりする力を身に付けるために、〔思考力、判断力、
表現力等〕の「Ｃ読むこと」の学習過程を意識しながら、各指導事項について意図的・計画的に指
導する必要がある。例えば、各学年の(2)イに示されているような、文学的な文章を読んで考えたこ
となどを記録したり伝え合ったりする言語活動を通して指導することが効果的である。また、各学
年の〔知識及び技能〕(3)の「読書」に関する事項との関連を図り、生徒の日常の読書活動に結び付
くように指導することも有効である。

読 む こ と

文章の内容を理解したり自分の考えを形成したりする指導の工夫



６ 具体的な指導例

読 む こ と

文章の内容を理解したり自分の考えを形成したりする指導の工夫
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６ 具体的な指導例

読 む こ と

文章の内容を理解したり自分の考えを形成したりする指導の工夫

令和３年度全国学力・学習
状況調査の結果を踏まえた
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https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/index.htm



□ 国語科の年間指導計画について、どの時期にどの指導事項を指導するのかを意
識して作成している。
□ 全国・学力学習状況調査の結果等を基に、どの指導事項の定着に問題があるの
かを明らかにし、指導計画等に反映させている。
□ 評価規準を設定している。
□ 評価方法が明らかであり、効率的に評価するための工夫が考えられている。
□ それぞれの評価規準について、「努力を要する」状況の生徒への手立てが考え
られている。

○生徒一人一人の学力・学習状況に応じた学習指導の改善・充実を行う。

７ 先生方にお願いしたいこと

国語科における授業づくりについてのチェックポイント例

生徒自身が学習を通して身に付ける力を理解し、その力を付けるため
の方法と見通しをもちしながら、主体的に学ぶ授業に。


